
会 議 議 事 録 
１ 会議名 第８回長岡市スポーツ施設整備基本構想委員会 

２ 開催日時 平成２１年１月２８日 午後６時３０分から８時００分まで 

３ 開催場所 長岡市市民体育館会議室 

４ 出席者名 委員：大橋副委員長、金澤委員、篠田委員、立川委員、西原委員、 

丸山委員、矢野委員、山田委員、和田委員 

５ 欠席者名 山本委員長、小林委員、高野委員 

６ 議題 ⑴ スポーツ施設整備基本構想原案について 資料№１ 

７ 審議結果の概要 これまでの審議内容から作成した基本構想原案について検討した。 

８ 審議の内容 

 ○議題 ⑴スポーツ施設整備基本構想原案について 

事務局 これまでの審議内容から作成した原案だが、構成、項目、内容の詳細につい

て、修正や追加すべきものがないか審議いただきたい。 

委員 ６頁に子ども達のスポーツ活動を支援する施設という表現があるが、もう少

し高齢者や障害者なども具体的に表現できないか。 

委員 関連して、４頁のだれもが快適に利用できる環境の中に、高齢者など具体的

に表現できればよいのでは。 

事務局 子どもたちを強調したい気持ちでそのような表現になったが、４頁のだれも

が快適に利用できるという部分に高齢者など具体的に表現したい。 

委員 ４頁の様々なニーズというのは、具体的にどのようなことを考えているの

か。 

事務局 年齢などの特性も含めて、１人で気軽にできる健康づくりから競技スポーツ

やプロスポーツなどの様々なニーズに対応したいと考えている。 

委員 子どもたちのスポーツ活動を支援するためには、学校体育施設の充実も検討

していただきたい。 

委員 体操競技の専用施設は、子どもたちの基礎運動能力の向上や高齢者のリハビ

リなどにも活用できるので、専用ではなくいろいろな活用を含めて検討してい

ただきたい。 

委員 施設を管理運営や改修整備するうえでも人材が重要であるが、構想の中に入

れるべきでは。 

事務局 ５頁のソフト事業の部分で人材育成に触れているので、表現を工夫したい。

委員 指定管理者制度を進めるうえで、ソフト事業も含めた人材育成を選定の条件

や評価の中に積極的に表現できれば、指定管理者の質の向上にもつながるので

は。 

委員 競技力の向上や選手育成という部分があまり表現されていないが、様々なニ

ーズに含むというだけでよいのか。また、施設の廃止や使用料の適正化などの

表現が少しぼやけ過ぎているのでは。 

事務局 施設の廃止については、民間のように利益があがらないものは壊すというも

のではなく、利用者が少なくても地域にとってとても大事な施設もある。廃止

を視野に入れるという方針の中で、老朽化や時代の流れなどを考えながら慎重

1 
 



2 
 

 に行う必要がある。 

使用料についても、理解を得ながら慎重に進めていきたい。 

委員 全体的に振興策が目立っていて施設整備の要の所が弱いのでは。 

事務局 施設整備と併せ利活用なども必要であるため、振興策も含めた内容になって

いる。もう少し施設の部分を強調したい。 

委員 ９頁の中之島体育館の改築はどのような構想になっているか。 

事務局 長岡地域の方を含む検討会の中で、地域の核となり普段の気軽な健康づくり

に役立てる体育館を検討している。 

委員 悠久山屋内プールは、障害者の方が優先的に利用できるようなプールになる

と良いのでは。 

事務局 競技志向ではない健康づくりやリハビリ的なものに利用できるプールなど、

ＤＰプールと競合しない施設としたい。 

委員 選手強化事業やプロスポーツなどの考え方はどのようになっているか。 

事務局 長岡市スポーツ振興基本計画においても、強化事業であれば「育てるスポー

ツ」プロスポーツであれば「観るスポーツ」として掲げており、施設面からそ

れを支えることが必要だと考えている。 

委員 使用料については統一を図るのではなく、それぞれ見合った使用料を設定す

るということで、減免基準については全市的に統一するという考え方でよい

か。 

事務局 使用料は、受益者負担ということと同一のサービスには同一の使用料という

ことが原則になる。その中で減免する基準や割合については、不公平がないよ

う全市的に統一するという考えである。 

委員 子どもたちのスポーツ活動を支援する施設にするため、子どもたちの活躍な

どの情報をもう少し積極的に発信してほしい。 

事務局 マスコミなどと連携を図り、より多くの情報を提供したい。 

９ 会議資料  別添のとおり 

 


